
 

研究課題名    胃癌リスク評価に資する抗体法適正化に関する多施設研究（第 4研

究） 

研究期間        2026年 10月 6日 ～ 2028年 3月 31日 

研究の対象   2015年 1月 1日～2026年 10月 6日までに、広島大学病院ま

たは共同研究機関でヘリコバクターピロリ抗体を測定し、同時に上

部内視鏡検査（胃カメラ）、血液検査以外のピロリ菌検査（便中抗原

検査、迅速ウレアーゼ試験、尿素呼気試験のいずれか）を受けた方

を対象とします。 

研究の目的・方法 

 

 

研究目的：ヘリコバクターピロリ菌は日本人の胃癌の主たる原因と

されています。血液検査でピロリ菌に対する抗体を測定することで

胃癌の危険度（どれくらい胃がんになりやすいか）が分かります。

ところが、抗体を調べるキットが新しくなり、基準値に関して疑義

が生じています。そこで本研究では、血液中のピロリ抗体価の測定

値を細かく解析することで、胃癌リスクのないピロリ菌未感染者を

確実に診断できるかどうかを確認するために計画されました。 

研究の方法：本研究は，診療録（カルテ）情報を用いて行います。

カルテから転記する内容は内視鏡所見と性別、年齢、ヘリコバクタ

ーピロリ抗体価、他のヘリコバクターピロリ感染診断結果などで

す。（個人が特定出来る情報は転記しません）。本研究は、国内７施

設の医療機関と共同で研究します。（広島大学で解析します。） 

研究に用いる試料・

情報の種類  

 

情報：年齢、性別、病歴、血液検査結果、ピロリ菌検査結果 

情報の管理責任者：広島大学病院総合内科・総合診療科 教授  

伊藤公訓 

利用または提供を

開始する予定日 

2026年 10月 6日（実施許可日以降） 

 

個人情報の保護 

 

 

 

 

情報を提供する前に、氏名・生年月日・住所等の特定の個人を識別

できる記述を削除し代わりに研究用の番号を付け、どなたのものか

分からないよう加工した上で提供します。個人と連結させるための

対応表は、各施設の研究責任者が保管・管理し、外部へ提供しませ

ん。 

外部への試料・情報

の提供 

解析機関である広島大学への情報提供は、パスワードを設定したう

えで電子メールにて送付します。 

研究組織 

 

 

 

 

 

本学の研究責任者 

 広島大学病院 総合内科・総合診療科 教授 伊藤公訓 

研究機関の長  

広島大学理事 田中純子 

 

研究代表者 

 広島大学病院 総合内科・総合診療科 教授 伊藤公訓 



 

 

 

共同研究機関 

乾内科クリニック 院長 乾 正幸 

大分大学医学部 先進医療科学科 教授 兒玉雅明 

青森県総合健診センター 所長 下山 克 

大阪公立大学医学部先端予防医療学 教授 渡邉俊雄 

青山内科クリニック 理事長 青山伸郎 

淳風会健康管理センター センター長 井上和彦 

浜松医科大学 

内科学第一講座／消化器内科 助教 山出美穂子 

東京医科大学病院 健康予防医学センター 臨床准教授  

岩田英里  

 

その他  

研究への利用を辞

退する場合の連絡

先・お問合せ先 

 

 

 

 

研究に情報が用いられることについて、研究の対象となる方もしくはそ

の代諾者の方にご了承いただけない場合は、研究対象としませんので下

記の連絡先までお申し出ください。お申し出による不利益が生じること

はありません。ただし、すでにこの研究の結果が論文などで公表されてい

る場合には、提供していただいた情報に基づくデータを結果から取り除

くことが出来ない場合があります。 

なお、公表される結果には、特定の個人が識別できる情報は含まれませ

ん。 

また、本研究に関するご質問等あれば下記連絡先までお問い合わせくだ

さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報等の保護や研究の独創

性確保に支障がない範囲内で、研究計画書および関連書類を閲覧するこ

とができますので、お申し出ください。 

 

〒734-8551 広島市南区霞 1-2-3  Ｔｅｌ：082-257-5461  

広島大学病院 総合内科・総合診療科 教授  伊藤 公訓 


